
 

【太平洋核実験70年ー1946年「クロスロード作

戦」再考ー】講演・シンポ参加の感想。 

●米はマーシャル諸島、ソ連はセミパラチンス

ク、仏はポリネシアモルロワ環礁、英はクリス

マス諸島、中国は新疆ウイグル自治区で合計

2000回を越す核実験がこれら少数民族の暮らす

周辺地で行なわれた。まさに「核の植民地主義」

と言えるやり方で、その差別的構図はそのまま

米軍基地や原発の配置に通ずるものがある。 

●夥しい量の放射性

物質はボーダーレス

に地球規模に広がり、

グローバルヒバクシ

ャと言える。 

各地で被害者は実験国と自国の偽政者に被曝

の認定、回復、倍賞を求めるも、実験後、執拗

に集積された膨大な調査資料は秘匿され、恣意

的に利用されるなど依然と壁は厚い。その裏に

は、非人道的な人体実験を行った７３１部隊の

流れを汲んだ組織の影も見え隠れしている。 

●ビキニ被災60年目に開示させた500隻に及ぶ

被災漁船の資料をもとに、この 5月、高知の被

災船員と遺族45人が国家倍賞請求訴訟を起こし、

10人は労災認定を求め申請。厚労省分析班の結

果報告は、歯や血液によって科学的に立証され

た数値など無視したもので検証に耐えられるも

のでない。高知の被災船員・遺族の確信は強ま

りますます元気に活動している。グローバルヒ

バクシャをこれ以上生まないために。 
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法律･生活相談 無料

●８月 18日(木)午後６時～８時  

●皿田幸憲弁護士(よつば法律事務所) 

●場所 愛宕商店街吉良事務所 

問合せ：088-855-9439 
※毎月第2木曜日ですが、今月は第3木曜 

日としました。ご了承ください。 


